石狩市公立小中学校事務職員第１２回学校間連携会議
２０１０年６月１８日　１４：３０～
於：石狩市庁舎２０１号会議室
１．議長挨拶
２．経過報告
５月　７日（金）
日刊連携会議第５１号(市内基礎データの作成について）
５月１８日（火）
　　　　〃　　５２号(「石狩市立小中学校の概容」をアップしました）
５月２０日（木）
　　　　〃　　５３号(備品購入をめぐるナゾ?!)
５月２１日（金）
石事協合同学習会（連携会議として事務局長出席）
６月　１日（火）
日刊連携会議第５４号(2010徴収金（保護者負担）調査を開始します)
６月　３日（木）
　　　　〃　　５５号(児童生徒の机椅子の備蓄状況調べについて)
６月　４日（金）
　　　　〃　　５６号(「校務用PC不足調査」について)
６月　９日（水）
　　　　〃　　５７号(校舎窓ふきローテーションについて)

６月１５日（金）
財政グループ会議（第１２回連携会議提案事項検討）




北見市連携会議視察参加（事務局長）

３．協議題
（１）二本立て運営計画推進のために（その１）～別紙１
（２）「平成２３年度　石狩市教育予算要望書」作成に向けた取り組みについて～別紙２
４．連絡事項
　　　　（１）会議報告書について

　連携会議の報告書は、順次メールで送信するので、各校長に提出してください（かがみもついています）。連携ホームページの「会議資料」にも保存してあります。
　　　　（２）連携会議４９号でお願いした各種提出物について、順次提出してください。
（３）ホームページのサーバーを変更しました。現在利用している無料サーバーが、セキュリティ教科のための仕様変更を行い、その結果現在使用しているＨＰ作成ソフトが使いにくくなったため。

＜協議題１＞　二本立て運営計画推進のために（その１）研究グループ
１．二本立て運営計画推進のため、当面以下の活動を行います。
　（１）各校運営計画の分析をとおして、事務職員の業務実態を資料化し、課題を明確化する。
　（２）資料化の観点

①事務職員の学校運組織上の位置づけはどうなっているか

②運営計画に示されている担当業務はどうなっているか

③自己目標シートとの関連はどうなっているか。

④運営計画には示されていないが、実践としてとりくんでいる事項はあるか

⑤運営計画に示されていないが、実態として担当している業務はどうなっているか

⑥PTA等他団体業務の受け持ち実態はどうなっているか

⑦サービス業務の実態はどうなっているか
　（３）具体的すすめ方

　事務局で集約した各校運営計画を上記観点で分析し資料化する。また、運営計画で読みとれない事項については、その都度再調査を行う。
２．分析結果については、夏季・冬季研修会で交流を行い、次年度への各自のとりくみに活かします。
＜協議題２＞　「平成２３年度　石狩市教育予算要望書」作成に向けた取り組みについて（委託業務）
１．「平成２２年度」の取り組み状況と反省について（第５回連携会議より）
　（１）具体的に取り組んだこと

①「平成１３年度」から２００９年までの要望書の内容（担当分）を調査。

②管内各市町村の取り組み状況について聞き取り。

③決算予算調査で、各学校の印刷関係費の割合を提示。

④徴収金調査で、当面市費での措置を求める項目と金額を学校ごとに提示。

⑤消耗品費以外の配分予算については、さらに実態把握をして必要なら提示。
（２）取り組みの結果と反省
①今年の作業に係わっては、事務局として、ⅰ）過去の要望内容の確認、ⅱ）管内市町村の状況、ⅲ）今年度の基本方針、ⅳ）スケジュール、ⅴ）具体的作業について原案を提示し、財政グループ会議を経て全体連携会議で確認を行った。特に財政グループ会議においては議論が深まり、各事務職員の意識を高める中で作業に入ることができた。また、事務局と各校の連絡体制についても、一部不十分な面もあったものの、全体としてはスムーズにすすめることができた。
②今年度の重点課題として、新学習指導要領移行措置に係わる要求があったが、ⅰ）各校の作業が夏休みを挟むこと、ⅱ）担当教員の中で十分な検討がなされていないこと、などから各校でのとりくみに困難が伴ったものと推測される。しかしながら、多くの学校で連携会議の取り組みが一定程度理解され、予算編成に対する認識も醸成できたことは、成果と考える。
③具体的要望内容の確定に係わっては、「（２）」の理由などから、具体的数値をあげることができない学校があり、このことを想定した事前対策ができなかったことを反省として今後につなげていきたい。具体的には、ⅰ）各校共通して要望できる項目を設定すること、ⅱ）そのために、予算要望に係わる連携会議の作業をより早期に、あるいは白書・提言の取り組みとリンクさせる中で通年のとりくみとして位置づけるなど、より準備に時間をかけること、ⅲ）予算要望委員会の席で連携会議のとりくみ周知を図ること、などを検討課題としていきたい。
　（３）予算要望書に対する市教委回答について。

　

　予算要望書（担当分）に係る市教委回答は上記のとおりであるが、パソコン関連消耗品の増額要望は行っていないので、的はずれな回答となっているとともに、重要事項である移行措置分について触れられていない。この点、次回予算要望委員会で指摘する必要がある。
２．今年度の取り組みについて
　（１）今年度の基本的方針
①円滑な学校運営と保護者負担軽減に資するよう、実態調査に基づいた説得力ある要望書作成を目指す。
②教職員の学校財政に関する意識調査を実施し、要望書に反映させる。
　（２）具体的要望内容～「４．具体的作業」参照
３．スケジュール
　（１）財政部会
（原案審議）

６月１５日


　（２）基本方針と具体的作業の確認

６月１８日　連携会議
　（２）各学校の資料提出


夏休み空けを目途とする
　（３）提出資料の確認



９月２４日　連携会議（できれば一週早めたい）

※必要に応じて学校財政グループ会議を開催する
４．具体的作業
　（１）市内各校教職員を対象とした、学校財政に関する意識調査～「５．学校財政に関する意識調査」参照。
　（２）需用費消耗品関係
①各学校における印刷関連費の前年度実績を数値化（昨年同様の作業）
　ⅰ）印刷機インク・マスターの費用算出
　ⅱ）用紙代の費用算出
　ⅲ）コピー使用料の算出
　以上の合計により、印刷関連費用の合計を算出。
· 他団体の使用分については、実費または現物返済があったものと見なす。
· 昨年、各学校の自前印刷・製本の状況調査を行ったので、今年は配分印刷製本費の執行状況を調査する。（追加）
	財政部会の議論
数年前にもやっていたようですがパソコンのプリンタの台数・機種、インクの使用数、消耗品の数量金額も調べてはどうか。（今年度は基礎データ取りで次年度以降にも生かせるように）
理由:今年当初に全教員にパソコンが配置された。それに伴いパソコン関係の消耗品が増えた。（印刷方法、使用プリンタもまちまちだった物が統一化されたことによって例えばレーザープリンタのトナーなら３倍くらい使用量が増えている。）本体は入るがそれに付随した物に関しては予算措置がない。
実際にどれだけ増えたか把握し予算要望に生かしていければと考えるので　　


	 連携会議事務局の見解
  直ちには反映させないが（させることができないが）調査は行います。一定のデータや裏付けをとって結果から判断していきたい。


②本来公費でまかなわれるべき費用のうち他団体（PTAなど）から支出されている経費について学校実態を調査し、資料化する。
　※　部活動・少年団に係わる経費は除く。
③徴収金調査を行い資料化するとともに、公費負担に切り替える趣旨で要望するものをピックアップして各校一覧表にする。（例：理科実験材料費300円×300人＝90,000円）
	　財政部会の議論
今データを集めていますが、集約後結果を受けて、実習費や実験費の中で特に理科の薬品類や、体育のボール類など、本来公費で持つべき物を２次調査してはどうでしょう。


	事務局の見解
 　今年度は下記の※により対応する。「本来公費で持つべきもの」に関しては昨年も議論しているが別の機会にみんなで意味を考える機会を持っていきたい。


 ※　昨年度の反省を踏まえ、要望項目を統一する。統一項目は徴収金調査（この調査は事務局で実施する）後に財政グループで決定する。
　（３）印刷製本費関係

他団体支出があれば要望事項に盛り込む～今年度は取り扱わない。
　（４）備品修繕料関係

他団体や徴収金で措置されている実態を調査し、要望事項とする～今年度は取り扱わない。
　（５）図書費関係

昨年の論議から要望は行わないが、意識調査に各学校図書担当者を含める。
	財政部会の議論
意識調査に関しては何も意見はありませんでしたが、入る金額は多く毎年は行ってくるが、書架は高く納入に時間もかかる。どうしているのか知りたい。という意見がありました。


	事務局の見解
意識調査に盛り込んでいきたいと思います。


（６）役務費関係
切手代やクリーニング料で他団体や徴収金から支出されているもの、又は例年の配分では全く不足しているもの（カーテンやモップ、柔道着のクリーニングなど）の状況を調査し、必要なら要望事項に盛り込む。
	 財政部会の議論
昨年、役務費（主にカーテンのクリーニング）を調査しましたが、結果大幅に足りなくローテーションも考えながらクリーニングをという結論になったと思います。
　で、役務費の大幅増額も無理っぽいし、ランキング表の方で購入を希望している学校もあることから、カーテンとその他のクリーニング物を分離して考えては？ということになりました。
　カーテン：予算委員会にこのように進めたいと確認をとり、協力してもらいながら学校の要望で計画を立てて学校ランキング表に載せる。各学校がいっぺんに出せば今後どうしていくかという話にならないだろうか。
　その他の方もカーテンやモップにとられてできていない物もあると思うので、過去数年のクリーニングの使用実績を上げ（調べ）、資料化できないだろうか。という話になりました。


	事務局の見解
予算要望委員会の中で統一要求としてもらえるかどうか議論してもらう。その際、必要ならば昨年の調査を生かしていくことも可能。


　（７）新学習指導要領移行にかかわる消耗品の増分調査
※この調査は、別紙の調査用紙を各学校で回覧するなどして集計してください。基本的に消耗品の調査ですが、備品関係も記入されてくると思いますので、その場合は学校ランキング表に記載するようにしてください。
	財政部会の議論
本当は各教科部会で話し合ってもらい必要なものをあげていくのがよいだろうという話になりましたが、無理だろうという話になり、調査に関しては昨年と同様でよいのではということになりました。で、昨年は白書の形をとりましたが、今年はどう生かしてくのか？新たに項目を起こすのか？という話になりました。基本こちらでは判断できないが、どこの学校も必要だろうというものがないのだろうか？もしあれば、共通する物として全校で要望する方法もあるのでは？という話になりました。が、各学校の意識の差もあるし難しいかという話にもなりました。


	事務局の見解
　　もちろん各教科部会で話してもらうのが大前提なので予算要望会議でも意見反映していく。我々の調査については昨年同様行うが、反省を踏まえて、もう少し簡素化したもので調査を行う。


　（８）備品購入費関係
※備品購入要望は、学校ランキング表に載ることになっていること、及び学校内でのとりまとめはこの時期時間的に困難と思われることから、今回度も連携会議としては整理しないこととします。各学校においては、春の備品購入計画取りまとめで入札に漏れた物などが、各校ランキング表に間違いなく記載されているか確認をお願いします。
　
５．学校財政に関する意識調査
　（１）目的　本調査を通じて、事務職員以外の教職員の視点から学校財政の現状と課題を分析し、予算要望活動に反映させるとともに、研究推進のための資料とする。
　（２）調査の概容　下表区分にもとづき調査を実施する。なお、予算要望書の資料作成のための調査は「４．具体的作業」により別に実施する。
	調査対象者
	主な調査内容
	備考

	小学校教諭で学級担任
	教室環境整備に関わること
	規模別３グループに分け、各グループから全ての学年が回答されるよう抽出、計１８名

	小学校教諭で専科担当者
	教科運営に関わること
	該当者全員

	中学校教諭で学級担任
	教室環境整備に関わること
	規模別３グループに分け、各グループから全ての学年が回答されるよう抽出。計９名

	中学校教諭で教科担任
	教科運営に関わること
	中学校を規模別２グループに分け、各グループから教科毎に１名を抽出。計１８名

	特別支援学級担任
	学級運営全般に関わること
	各設置校１名、計１３名

	養護教諭
	保健室運営、学校安全・衛生に関わること
	校種別規模別４グループに分類し各グループ２名を抽出、計８名

	公務補
	施設整備管理に関わること
	同上


　　　　※各校割り当て一覧表を作成する。
　（３）調査用紙
　　　　調査用紙の具体的内容は、７月１６日予定の第１３回連携会議で提案します。
その他
	 財政部会の議論
別件で。
厚田と浜益のシステムが違うままなのはおかしいという話にもなりました。（ＩＳＤＮ回線、備品台帳、図書の管理システムなど）市街地と厚田区、浜益区の違いを調べ、共通の物を導入していけるように働きかける必要性があるという話でした。白書などで。


	事務局の見解
　　連携会議の課題として調査していきたいと思います。


（１）学校配分予算（消耗品）に関する要望について


　　　　消耗品の学校配分予算については、厳しい財政状況の中、概ね昨年ベース額を確保することができました。増額要望のパソコン関連消耗品等に係る経費については、これまで同様に配分予算内での執行をお願いします。


　　　（下線事務局）








